
 

 
３
月
15
日
、
総
選
挙
北
陸

信
越
ブ
ロ
ッ
ク
で
当
選
し
た

藤
野
や
す
ふ
み
氏（
衆
議
院
議

員
・
経
済
産
業
委
員
）
を
迎
え

「
地
域
経
済
を
考
え
る
つ
ど

い
」が
高
岡
市
内
で
開
か
れ
ま

し
た
。 

藤
野
氏
は
高
岡
市
で
の
調

査
を
も
と
に
講
演
。ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
は
、
も
っ
ぱ
ら
「
大
企
業

の
稼
ぐ
力
」
ば
か
り
強
め
、
そ

の
た
め
の
労
働
法
制
の
改
悪

や
農
業
・
農
協
つ
ぶ
し
を
強
行

し
よ
う
と
し
て
お
り
、こ
れ
で

は
地
域
の
経
済
は
さ
ら
に
困

難
に
な
る
と
訴
え
、地
域
の
中

小
企
業
や
商
店
活
性
化
の
た

め
の
具
体
的
な
提
案
を
行
い

ま
し
た
。 

折
橋
英
明
氏
（
県
商
工
団

体
連
合
会
会
長
）
は
、
伝
統
産

業
で
あ
る
銅
器
の
後
継
者
問

題
な
ど
、深
刻
な
現
状
を
報
告

さ
れ
ま
し
た
。 

高
瀬
あ
つ
こ
氏
（
党
高
岡

市
委
員
会
女
性
部
長
）
は
、
県

議
会
に
押
し
上
げ
て
も
ら
い
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

の
実
現
を
は
じ
め
、藤
野
さ
ん

と
連
携
し
、高
岡
の
中
小
企
業

や
伝
統
産
業
を
守
る
決
意
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

会
場
か
ら
も
質
問
や
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
高
岡
の
落
ち
込
ん
で
い
る
地
域
経
済
を
守
る
た
め
に
、 

① 

高
岡
市
で
の
住
宅
・
商
店
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
実
現 

② 

消
費
税
の
１
０
％
増
税
を
止
め
さ
せ
る 

③ 

漆
器
や
銅
器
、
ア
ル
ミ
な
ど
の
伝
統
産
業
や
下
請
け
企
業
の

支
援
、
後
継
者
対
策
、
商
品
開
発
な
ど
の
対
策
を 

県
や
国
で
取
り
上
げ
さ
せ
る
た
め
に
、
全
力
を
あ
げ
ま
す
。 

党
高
岡
市
委
員
会
女
性
部
長 

高
瀬
あ
つ
こ 

日本共産党 衆議院議員 

「地域経済を考えるつどい」 

で報告。討議 

政
府
は
、
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
本
部
」
を
２
０
１
４
年

８
月
に
立
ち
上
げ
、
本
部
長
に
安

倍
首
相
が
就
任
、「
地
方
重
視
」

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
９
月
の
内

閣
改
造
で
は
石
破
茂
前
自
民
党

幹
事
長
を
地
方
創
生
大
臣
に
。 

「
ロ
ー
カ
ル
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の

推
進
と
し
て
地
方
へ
の
「
所
得
格

差
」
「
地
域
格
差
」
を
ま
す
ま
す

広
げ
る
つ
も
り
で
す
。
基
本
方
針

に
①
人
口
２
０
万
人
規
模
都
市

の
「
地
方
中
枢
拠
点
都
市
」
構
想

を
示
し
ま
し
た
。
富
山
県
で
い
え

ば
、
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
を
富
山
市

（
拠
点
都
市
）
に
集
中
さ
せ
て
周

辺
地
域
・
都
市
を
切
り
捨
て
て
い

く
考
え
で
す
。
ま
た
、
②
高
齢
化

対
策
と
し
て
「
地
域
包
括
ケ
ア
」

を
推
進
す
る
こ
と
を
上
げ
ま
し

た
。
要
援
護
者
を
切
り
捨
て
て
、

安
上
が
り
の
医
療
・
介
護
体
制
を

つ
く
る
こ
と
に
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
③
若
い
世
代
の
就
労
・
結

婚
・
子
育
て
に
つ
い
て
は
、「
社

会
経
済
環
境
を
実
現
す
る
」
と
し

て
い
ま
す
。
④
税
制
、
地
方
交
付

税
、
社
会
保
障
制
度
の
見
直
し
を

は
か
る
と
し
て
い
ま
す
。 

「
東
京
一
極
集
中
」
か
ら
脱
却
を

図
る
と
し
て
、
中
央
官
庁
を
地
方

都
市
へ
分
散
す
る
と
言
い
ま
す

が
、
こ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
、
さ

ら
に
地
方
が
寂
れ
る
だ
け
で
す
。

（
県
民
と
す
す
め
る
日
本
共
産
党
の
政
策
よ
り
）

※高岡市は政府のいう「地方中枢拠点都市」にはなれません（富山県では富山市だけ） 

｢拠点都市｣以外は切り捨て…高岡も!?

2015 年3 月号外 高岡市内免2-7-13 

藤野やすふみ、高瀬あつこと日本共産党の活動を紹介します

【高瀬あつこ プロフィール】 
1962 年（昭 37）福野町生まれ 5３歳。井波高校、橘女子大学卒（現･京都橘大
学）。福野町農協、生協コープとやま勤務を経て現在、党高岡市委員会女性部
長。趣味はウォーキング、茶道、美術鑑賞。漆器加飾業の夫と長男の３人暮らし。
中川本町11-13 県営住宅2-204  http://toyama.jcpweb.net/loc-takaoka/page-37



 
  

富山県総合デザインセンター 

（高岡市オフィスパーク内） 

…デザイナーや企業の皆さまとともにデ

ザインで富山を元気にする様々な取り組

みを行っています…（センターのＨＰより） 

｢食器｣の文化を
ユネスコの無形文化財に指定

された「和食」は、「食器」の文

化とも結びついています。 

日本共産党の金平市議の提案

で、漆のトレーが給食に採用され

ましたが、和食のなかに漆器や銅

器・アルミ等の伝統工芸が生かさ

れるように、市や県、国ももっと

とりあげ、支援 

することが 

重要です。 

①
不
要
不
急
の
大

型
公
共
事
業
か

ら
生
活
密
着
型

公
共
事
業
へ 

      

新
幹
線
が
ら
み
の
行
き

過
ぎ
た
開
発
を
抑
え
、
学
校

耐
震
化
や
教
室
へ
の
ク
ー

ラ
ー
設
置
、
公
共
施
設
や
道

路
の
維
持
・
補
修
な
ど
、
市

民
の
生
活
関
連
の
公
共
事

業
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
元
の
建
設
業
者
の
仕

事
を
生
み
、
地
域
で
お
金
が

ま
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

た
と
え
ば
、
三
協
・
立
山

ア
ル
ミ
の
原
材
料
６
０
０

億
円
の
う
ち
、
部
品
調
達
２

０
０
億
円
、
外
注
１
０
０
億

円
の
ほ
と
ん
ど
が
高
岡
・
呉

西
地
域
の
下
請
け
に
回
っ

て
い
る
と
い
い
ま
す
。 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、
地

元
ア
ル
ミ
業
界
の
振
興
に

も
結
び
つ
く
事
業
で
、
全
県

的
な
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
が

地
域
振
興
に
な
り
ま
す
。 

｢

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券｣

高
岡
市
も
政
府
の
「
地
域

創
生
交
付
金
」
で
新
年
度
発

行
し
ま
す
が
、
大
規
模
店
で

ば
か
り
使
わ
れ
て
は
地
元

国
会
で
日
本
共
産
党
が

が
ん
ば
っ
て
い
る
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
規
制
条
例
制
定
や
、

農
業
破
壊
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

や
「
農
業
改
革
」
な
ど
に
反

④
歴
史
あ
る
伝
統

産
業
の
対
策
を 

銅
器
や
漆
器
は
４
０
０

年
の
伝
統
が
あ
り
、
全
工
程

で
分
業
体
制
が
地
域
で
完

結
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴

で
す
。 

集
積
し
た
技
術
を
面
と

し
て
全
体
を
支
え
て
い
く

振
興
策
を
具
体
化
し
進
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

  

「
後
継
者
対
策
」 

高
岡
で
行
な
っ
て
い
る

地
域
の
伝
統
産
業
を
教
育

現
場
で
教
え
る
と
い
っ
た

す
ぐ
れ
た
対
策
な
ど
、
若
い

人
の
伝
統
産
業
へ
の
関
心

を
高
め
支
援
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。 

振
興
に
な
り
ま
せ
ん
。
一
定

割
合
を
「
地
元
商
店
街
で
使

う
商
品
券
」
と
し
て
発
行
す

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。 

「
公
契
約
条
例
」 

全
国
各
地
の
例
を
み
る

と
、
下
請
け
単
価
や
賃
金
な

ど
を
市
や
県
の
契
約
で
引

き
上
げ
る
な
ら
、
そ
の
波
及

効
果
は
総
生
産
の
１
０
％

以
上
に
な
る
と
い
う
試
算

も
あ
り
ま
す
。 

高
岡
の
総
生
産
７
０
０

０
億
円
の
１
０
％
だ
と
、
７

０
０
億
円
も
の
影
響
が
あ

り
、
地
域
経
済
活
性
化
の
大

き
な
力
に
な
り
ま
す
。 

②
中
小
企
業
や
商
店
街
活
性
化
を
重
視 

２月定例県議会 
自民は農協改革推進 

県農民連の請願をうけ、

日本共産党・社民党が提案

した「農協改革など『農業

改革』に関する意見書につ

いて、高岡選出の自民党県

議が「反対討論」を行ない、

自民、公明、民主などの多

数で否決されました。 

高岡の地域経済 

つ
の
角
度
で 

藤
野
さ
ん
が
語
る 

 「
戸
出
に
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
が

あ
る
が
、
金
沢
市
に
比
べ
て
若
者

に
対
す
る
対
策
の
援
助
が
弱
い
」 

地場産業を大切に 
高瀬あつこさんの義父は漆芸家で、

錆絵の第一人者です。 

伝統工芸の町高岡で、先祖から連綿

と続いてきた日本のたいせつなもの

を絶やしてはいけない、日本の良さ

を生かしたいと強く願っています。 

③
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
や 

「
農
業
改
革
」
な
ど
に
反
対
す
る

対
す
る
こ
と
も
、
地
域
経
済

を
守
る
大
事
な
課
題
で
す
。

高
岡
の
農
業
生
産
は
約

７
０
億
円
で
す
が
、
加
工
な

ど
の
関
連
を
含
め
れ
ば
約

７
０
０
億
円
と
高
岡
の
総

生
産
の
１
割
を
占
め
る
大

切
な
産
業
で
す
。 

（
藤
野
氏
は
国
会
で
富
山
の
農
業
者
の

生
の
声
を
取
り
上
げ
て
追
求
し
ま
し
た
）


